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表3　平板ぶき屋根の唐草つかみ込み耐力比較試験結果の概要

	 a.	試験体A-1、A-2	 b.	試験体B-1、B-2
図4　各試験体における荷重―変位関係
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2.3　まとめ
　平板ぶき屋根の端部寸法及び唐草形状の違いに
よってどの程度つかみ込み耐力が異なるかの比較試
験を行った。いずれの試験体も屋根材の変形に伴っ
て唐草端部に浮き上がりが生じ、最終的につかみ込み
部分が外れて破壊に至ったが、端部寸法の違いによる
耐力を比較すると、唐草形状に関わらず端部寸法が小
さい200mmの方が高い結果となった。唐草形状によ
る耐力を比較すると折り下げ形状の方が外れにくい

	 a.	試験体A-1	 b.	試験体A-2

	
	 c.	試験体B-1	 d.	試験体B-2

写真5.2.2　各試験体における破壊直前状況

ため高い結果となった。このことから分かるように、
大きな風荷重が作用するけらば部分の平板ぶき屋根
材耐力は端部寸法によって異なるため、使用する屋根
材の耐風性能を損なわないようにするには、端部寸法
が働き幅の1/2以下になるように割り付けることが重
要となる。又、唐草は下地へ確実に緊結し、沿岸部等
の強風地においては折下げ形状を用いる、唐草の板厚
を厚くする、屋根材の唐草へのつかみ寸法を大きくす
る等の対策が強風被害の低減に有効と考えられる。


